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特別陳列

加賀藩の美術工芸

工芸王国の実力！

法邑利博 －加賀の幻想－

－魅惑の120選－

加賀の工芸

ふれる美術

近代彫刻優品選

竹園自耕 「花鳥紋飾筥」 【輪島市指定文化財】
昭和7年 石川県輪島漆芸美術館蔵

氷見晃堂 「桑造木象嵌卓」
昭和34年 個人蔵

綿野吉二商店 「赤絵金彩鳳凰図壺」
明治（19c） 能美市九谷焼資料館蔵

北陸新幹線開業記念プレイベント

～明治から現代までの石川工芸の名品を一堂に～

当館企画展

● 10月からの土曜講座
● ミュージアムレポート
● 企画展Topics
● 所蔵品紹介

前田育徳会尊經閣文庫分館

第2展示室

第3展示室

第4展示室

第6展示室
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◆
観
覧
料

個　

人

団
体（
二
〇
名
以
上
）

一　
　

般

大
学
生

高
中
小
生

八
〇
〇
円

六
〇
〇
円

二
〇
〇
円

六
〇
〇
円

四
〇
〇
円

一
〇
〇
円

前大峰 「沈金漆塗梅図屏風」
昭和42年 個人蔵

前大峰 「沈金漆塗松図屏風」
昭和42年 個人蔵

前大峰 「沈金漆塗竹図屏風」
昭和42年 個人蔵

羽田登喜男
「友禅白地総菊文振袖『美の饗宴』」
昭和35年 当館蔵

前大峰
「沈金猫文『けはひ』飾筥」
昭和38年 当館蔵

　

本
展
に
は
、初
公
開
と
な
る
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

前
大
峰
の
制
作
に
な
る「
沈
金
漆
塗
松
図
屏
風
」「
沈

金
漆
塗
竹
図
屏
風
」「
沈
金
漆
塗
梅
図
屏
風
」の
三
連
作

で
、そ
れ
ぞ
れ
二
枚
折
の
屏
風（
二
曲
一
隻
）の
形
に
仕

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。輪
島
塗
の
伝
統
の
技
・
沈
金
に

よ
っ
て
、屏
風
の
大
画
面
に
そ
れ
ぞ
れ
松
、竹
、梅
を
豪

華
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、新
築
を
記
念
し
て
制
作

さ
れ
た
作
品
で
す
。「
松
竹
梅
」と
い
う
祝
意
を
表
す
伝

統
的
な
テ
ー
マ
を
、三
点
一
組
の
屏
風
に
ま
と
め
あ
げ

ま
し
た
。中
央
の
松
図
は
縦
長
で
や
や
細
身
の
形
に
し
、

左
右
の「
竹
図
」「
梅
図
」は
高
さ
を
抑
え
幅
広
の
形
に
設

定
し
、あ
た
か
も
仏
教
絵
画
に
見
ら
れ
る
三
尊
形
式
を

想
起
さ
せ
ま
す
。安
定
し
た
構
成
の
も
と
、華
や
か
な
表

現
の
中
に
も
厳
粛
な
気
分
が
漂
い
、ま
さ
に
作
者
が
依

頼
者
の
た
め
に
、八
年
間
精
魂
を
込
め
て
制
作
に
取
り

組
ん
だ
大
作
と
い
え
ま
す
。

　

昭
和
三
十
年
、沈
金
で
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に

認
定
さ
れ
た
作
者
は
、従
来
の
技
法
に
独
自
の
彫
り
技

を
加
え
、量
感
豊
か
な
芸
術
的
表
現
を
可
能
に
し
ま
し

た
。そ
の
成
果
は
、

た
と
え
ば
当
館
が

所
蔵
す
る
前
大
峰

「
沈
金
猫
文『
け
は

ひ
』飾
筥
」（
同
期
間
、第
5
展
示
室
で
展
示
）に
う
か
が
え

ま
す
。小
ぶ
り
な
作
品
で
す
が
、小
判
形
の
蓋
の
表
面
に
、

細
か
い
点
彫
り
を
中
心
と
し
た
沈
金
に
よ
っ
て
、何
か
の

気
配
を
感
ず
る
猫
の
瞬
間
の
動
き
を
見
事
に
と
ら
え
て

お
り
、そ
の
高
い
技
術
を
伝
え
て
い
ま
す
。一
方
初
公
開

の
作
品
は
、同
じ
沈
金
で
も
、『
け
は
ひ
』の
細
や
か
な
表

現
に
対
し
て
、伸
び
や
か
で
力
強
い
彫
り
に
よ
っ
て
、ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
迫
力
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、ど
ち
ら
も
同
時
期
に
制
作
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
す
。『
け
は
ひ
』が
制
作
さ
れ
た
の
は
昭

和
三
十
八
年
。一
方
、屏
風
の
連
作
は
、構
想
か
ら
八
年
の

歳
月
を
費
や
し
て
四
十
二
年
に
完
成
を
見
て
い
る
こ
と

か
ら
、屏
風
の
制
作
途
上
で
、『
け
は
ひ
』が
制
作
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
う
考
え
て
み
れ
ば
、重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
て
か
ら
約
十
年
、円
熟

し
た
技
を
自
由
に
駆
使
し
て
、繊
細
に
し
て
大
胆
、柔
軟

に
し
て
剛
直
に
、持
て
る
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
時
代

で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

※

当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
の
提
示
に
よ
り

　

団
体
料
金
に
割
引
さ
れ
ま
す
。

― 魅惑の120選 ―
9月27日（土）～10月26日（日） 会期中無休

※

沈
金
：
漆
で
固
め
た
面
に
刀
で
文
様
を
彫
り
、そ
の
溝

に
金
を
沈
め
て
文
様
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
技
法

初
公
開
！
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関
連
行
事

え
ん
つ
け
き
ん
ぱ
く

き
り
か
ね

き
の
こ
こ
ろ

①「
ぐ
い
呑
か
ら
環
境
造
形
ま
で

　
　
　
　
　
日
本
芸
術
院
会
員 

武
腰
敏
昭
」（
43
分
）

②「
釉
下
燦
々 

人
間
国
宝 

吉
田
美
統
」（
32
分
）

③「
土
火
へ
の
祈
り

　
　
　

     

大
樋
焼 

十
代
大
樋
長
左
衛
門
」（
23
分
）

午
前
の
部：午
前
十
時
〜
十
二
時
／
午
後
の
部：午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

会
場
は
美
術
館
講
義
室
、定
員
は
各
10
名

【
参
加
費
】一
人 

５
０
０
円

【
申
し
込
み
】往
復
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
協
力：公
益
財
団
法
人 

宗
桂
会
）

※

詳
細
は
、前
号
の
美
術
館
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①「
宙
へ 

人
間
国
宝 

中
野
孝
一
」（
40
分
）

②「
髹
漆 

小
森
邦
衞
の
わ
ざ
」（
37
分
）

①「
煌
め
き 
人
間
国
宝 

前 

史
雄
」（
35
分
）

②「
光
彩 

日
本
芸
術
院
会
員 

三
谷
吾
一
」（
36
分
）

かんこ

初代諏訪蘇山 「葡萄透し花瓶」
大正 石川県立工業高等学校蔵

二代山川孝次 「金銀象嵌諫鼓形置物」
明治 公益財団法人 宗桂会蔵

工芸王国の実力！
当館企画展

学
芸
員
の
眼

　

先
頃
、金
沢
に
伝
わ
る「
縁
付
金
箔
」が
、国
の「
選
定
保
存
技
術
」に
選
定
さ
れ
る
よ
う
文

化
審
議
会
か
ら
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。選
定
保
存
技
術

は
、重
要
無
形
文
化
財
に
比
べ
て
な
じ
み
の
薄
い
も
の
で
す
が
、昭
和
五
十
年
に
創
設
さ
れ

た
制
度
で
す
。そ
の
主
旨
は
、文
化
財
の
保
存
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
的
な

技
の
な
か
で
、保
存
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
の
あ
る
も
の
を「
選
定
保
存
技
術
」と
し
て
選
定

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
縁
付
金
箔
」は
、国
産
金
箔
の
ほ
と
ん
ど
を
生
産
し
て
い
る
金
沢
の
地
に
お
い
て
伝
え
ら

れ
て
き
た
製
法
で
、手
間
を
か
け
て
作
っ
た
箔
打
紙
の
間
に
一
つ
一
つ
金
片
を
挟
ん
で
、千

分
の
一
ミ
リ
程
度
に
打
ち
伸
ば
し
て
金
箔
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。工
業
化
・
合
理
化
さ
れ

た
工
程
で
製
品
化
さ
れ
た
箔
に
比
べ
、微
妙
に
し
な
や
か
さ
や
柔
ら
か
さ
な
ど
に
優
れ
て
い

る
と
い
わ
れ
、今
日
で
も
漆
芸
や
截
金
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
展
示
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
芸
品
に
は
、こ
の
よ
う
な
手
の
込
ん
だ
素
材
作
り
の
伝
統
の

技
が
、そ
の
奥
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
含
め
て
、ご
鑑
賞
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※

「
伝
統
工
芸
支
え
る
手
間
暇
」山
崎
達
文（
北
國
新
聞 

平
成
二
十
六
年
八
月
七
日
）を
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■
映
画
上
映 「
石
川
の
工
芸
作
家
」

午
後
一
時
三
十
分
〜

午
後
一
時
三
十
分
〜

午
前
十
時
三
十
分
〜

九
月
二
十
八
日（
日
） 【
陶
芸
】

■
加
賀
象
嵌
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

十
月
十
九
日（
日
）

午
前
十
一
時
〜

展
覧
会
場
に
て
当
館
学
芸
員
が
行
い
ま
す
。

※

要
入
場
料

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

九
月
二
十
八
日（
日
）、十
月
五
日（
日
）、十
九
日（
日
）

会
場
は
当
館
ホ
ー
ル
、入
場
無
料

①「
夏
去
る 

人
間
国
宝 

二
塚
長
生
」（
60
分
）

午
後
一
時
三
十
分
〜

十
月
十
九
日（
日
） 【
染
織
】

十
月
十
二
日（
日
） 【
漆
工
】

①「
輝
彫 

人
間
国
宝 

中
川 

衛
」（
36
分
）

②「
響 

人
間
国
宝 

三
代
魚
住
為
楽
」（
42
分
）

①「
道 

人
間
国
宝 

灰
外
達
夫
」（
45
分
）

②「
木
魂 

人
間
国
宝 

川
北
良
造
」（
24
分
）

午
後
一
時
三
十
分
〜

午
前
十
時
三
十
分
〜

十
月
二
十
六
日（
日
）

【
金
工
】

【
木
工
】
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め
ろ
う
ふ

と
う
や

　

大
名
家
が
古
今
東
西
の
文
物
を
収
集
す
る
こ
と
は
、単
に
経
済
力
な
ど
社
会
的
な
ス
テ
イ
タ
ス
を
誇
示
す

る
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
、時
に
否
定
的
に
評
価
さ
れ
ま
す
。加
賀
藩
主
前
田
家
が
推
進
し
た
文
化
政
策
が
今
日

高
く
評
価
さ
れ
る
背
景
に
は
、十
六
代
利
為
侯
の
尽
力
が
あ
り
ま
す
。陸
軍
武
官
で
あ
っ
た
利
為
侯
は
、武
人

が
文
化
活
動
を
通
し
て
精
神
を
高
め
て
い
く
必
要
性
を
改
め
て
理
解
し
、五
代
藩
主
綱
紀
ら
歴
代
藩
主
の
文

化
的
業
績
に
も
深
く
共
感
し
ま
し
た
。そ
こ
で
教
育
事
業
・
編
纂
事
業
・
文
庫
の
創
設
な
ど
の
文
化
事
業
を
精

力
的
に
推
進
し
、様
々
な
意
味
で
困
難
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、人
間
の
陶
冶
、文
化
財
の
保
全
の
重
要
性
を
強

く
主
張
し
ま
し
た
。

　

ま
た
文
庫
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
、新
た
に
書
籍
・
典
籍
、美
術
工
芸
作
品
も
購
入
し
ま
し
た
。今
回
の「
馬

郎
婦
観
音
像
」も
そ
の
一
つ
で
す
が
、歴
代
藩
主
に
よ
る
収
集
活
動
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
名
作
と
い
え
ま
す
。

学芸員の眼

9月27日（土）～10月26日（日） 会期中無休

加賀藩の美術工芸
前田育徳会
尊經閣文庫分館

特別陳列

「武家手鑑」より 平清盛請文

　

今
回
は
、久
々
に
公
開
さ
れ
る
重
要
文
化
財
三
点
を
紹

介
し
ま
す
。最
初
は
前
回
写
真
を
掲
載
し
た「
馬
郎
婦
観

音
像
」で
す
。『
法
華
経
』に
は
、観
音（
観
世
音
菩
薩
）は
あ

ま
ね
く
衆
生
を
救
う
た
め
に
、相
手
に
応
じ
て
三
十
三
の

姿
に
変
身
す
る
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。本
作
は
、美
女
に

姿
を
変
え
た
観
音
の
説
話
に
よ
る
も
の
で
す
。唐
時
代
の

九
世
紀
、中
国
の
あ
る
町
に
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
美
し
い

女
性
が
現
れ
ま
し
た
。町
の
若
者
た
ち
は
こ
ぞ
っ
て
こ
の

女
性
に
求
婚
し
ま
す
が
、女
性
は
三
日
間
で『
法
華
経
』全

二
十
八
品
を
そ
ら
ん
ず
る
こ
と
を
条
件
と
し
ま
す
。馬
家

の
若
者
が
そ
の
条
件
を
満
た
し
、女
性
を
花
嫁
に
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
婚
礼
の
夜
に
花
嫁
は
急
死

し
、花
嫁
衣
装
を
着
た
ま
ま
葬
ら
れ
ま
し
た
。数
日
後
老

僧
が
現
れ
、花
嫁
を
埋
葬
し
た
場
所
に
案
内
さ
せ
ま
す
。

老
僧
が
棺
を
開
く
と
、中
か
ら
金
の
鎖
と
な
っ
た
骨
が
出

て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
老
僧
は
、こ
の
女
性
は
観
音
だ
っ
た

こ
と
を
明
か
し
ま
し
た
。今
回
展
示
さ
れ
る
作
品
は
、こ
の

説
話
に
登
場
す
る
女
性
の
た
お
や
か
な
美
し
さ
を
見
事
に

表
現
し
て
い
ま
す
。そ
の
点
が
、筆
者
を
李
龍
眠
と
伝
え
る

ゆ
え
ん
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
は
、本
阿
弥
光
甫
が
加
賀
藩
三
代
藩
主
、前
田
利
常
の

命
に
よ
り
制
作
し
た「
牡
丹
獅
子
造
小
さ
刀
拵
」で
す
。本

作
は
、室
町
時
代
に
装
剣
金
工
で
名
を
成
し
た
後
藤
家
初

代
の
祐
乗
作
と
伝
え
ら
れ
る
貴
重
な
金
具
を
、黒
漆
と
研

出
鮫
に
よ
る
拵
に
惜
し
み
な
く
使
用
し
た

大
名
好
み
の
名
品
で
す
。大
名
好
み
と
い

え
ば
五
代
藩
主
綱
紀
が
作
成
し
、十
六
代

利
為
侯
が
改
編
し
た「
武
家
手
鑑
」の
上
帖

も
注
目
さ
れ
ま
す
。そ
こ
に
は
、数
少
な
い

平
清
盛
の
自
筆
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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9月27日(土)～10月26日（日） 会期中無休9月27日(土)～10月26日(日) 会期中無休

第3展示室

加賀の工芸法邑利博展
̶加賀の幻想ー

第2展示室

蒔絵春秋花卉図硯箱 伝五十嵐道甫作

　

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
ま
で
残
す
と
こ
ろ
あ
と
半
年
と

迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。す
で
に
、七
月
に
は
金
沢
駅
の
新
幹

線
ホ
ー
ム
な
ど
が
関
係
者
に
公
開
さ
れ
、そ
の
ホ
ー
ム
や
待

合
室
な
ど
で
は
、加
賀
友
禅
や
九
谷
焼
、蒔
絵
、加
賀
象
嵌
な

ど
、人
間
国
宝
や
芸
術
院
会
員
を
含
む
地
元
の
工
芸
作
家
に

よ
る
作
品
や
伝
統
工
芸
品
が
、工
芸
王
国
・
石
川
の
顔
と
し

て
、来
県
者
を
お
迎
え
す
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、今
日
の
美
術
工
芸
王
国
石
川
の
礎
は
、藩

政
時
代
の
加
賀
藩
前
田
家
が
奨
励
し
た
文
化
政
策
に
よ
る

も
の
で
す
。江
戸
時
代
の「
加
賀
の
工
芸
」を
展
示
し
、秋
季

企
画
展「
工
芸
王
国
の
実
力
！
魅
惑
の
１
２
０
選
」と
あ
わ

せ
て
、当
地
の
文
化
の
伝
統
や
歴
史
を
再
考
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。作
品
は
、古
九
谷
・
加
賀
蒔
絵
・
大
樋
焼
・

釜
・
加
賀
象
嵌
・
加
賀
友
禅
で
す
。古
九
谷
は
加
賀
藩
三
代

藩
主
利
常
が
威
信
を
か
け
て
支
藩
の
大
聖
寺
藩
の
藩
窯
と

し
て
操
業
さ
せ
た
や
き
も
の
で
す
。そ
の
華
や
か
で
豪
壮
な

趣
は
他
の
や
き
も
の
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、十
七

世
紀
後
半
の
約
半
世
紀
で
閉
窯
し
た
謎
多
き
や
き
も
の
で

す
。加
賀
蒔
絵
は
、同
じ
く
利
常
が
招
い
た
京
都
の
五
十
嵐

道
甫
や
江
戸
の
清
水
九
兵
衛
に
よ
っ
て
そ
の
基
礎
が
築
か

れ
ま
す
が
、秋
草
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
格
調
の
あ
る
作
品
が

主
流
で
あ
り
、季
節
感
と
と
も
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内

容
で
す
。大
樋
焼
は
、五
代
綱
紀
の
茶
堂
と
し
て
招
か
れ
た

裏
千
家
仙
叟
宗
室
に
茶
碗
師
と
し
て
同
伴
し
た
土
師
長
左

衛
門
が
大
樋
村
に
開
い
た
楽
焼
窯
で
、「
飴
釉
」に
侘
び
た
独

特
の
趣
が
あ
り
ま
す
。ま
た
同
じ
く
仙
叟
好
み
の
茶
の
湯
釜

を
制
作
し
、仙
叟
の
推
挙
に
よ
り
加
賀
藩
の
御
用
釜
師
と

な
っ
た
初
代
宮
崎
寒
雉
の
侘
び
た
雅
味
あ
る
釜
な
ど
を
公

開
し
ま
す
の
で
、現
代
へ
続
く
加
賀
の
工
芸
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

　

法
邑
利
博
の
近
年
の
二
紀
展
出
品
作
は「
空
の
杜
」と
い

う
タ
イ
ト
ル
を
メ
イ
ン
と
し
て
、そ
の
後
に「
花
神
の
棲

む
」「
花
の
音
降
る
」「
花
吹
雪
」な
ど
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が

続
き
ま
す
。満
開
の
白
い
花
び
ら
の
間
か
ら
顔
を
の
ぞ
か

す
花
神
や
鳥
、不
思
議
な
獣
た
ち
、木
花
咲
耶
姫
が
棲
ん
で

い
そ
う
な
世
界
が
、美
し
い
色
彩
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

法
邑
の
作
品
は
洋
画
に
区
分
さ
れ
ま
す
が
、細
く
均
一
な

線
や
陰
影
を
抑
え
た
色
面
構
成
、文
様
の
多
用
な
ど
、装
飾
性

に
富
ん
だ
画
面
は
、日
本
画
あ
る
い
は
工
芸
品
を
も
連
想
し
、

一
般
の
洋
画
作
品
と
は
異
な
り
ま
す
。こ
れ
は
法
邑
が
加
賀
友

禅
作
家
で
あ
る
こ
と
と
深
い
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

法
邑
は
昭
和
二
十
三
年
金
沢
市
生
ま
れ
。機
械
設
計
の

技
師
か
ら
加
賀
友
禅
へ
、異
色
で
大
き
な
転
換
を
二
十
八
歳

の
時
に
行
い
ま
し
た
。仕
事
が
面
白
く
な
る
に
つ
れ
て
絵
を

描
く
時
間
を
失
い
、絵
を
描
く
仕
事
を
と
考
え
、友
禅
作
家
中

町
博
志
に
弟
子
入
り
し
た
の
で
す
。独
立
は
五
十
八
年
、以
後

画
家
と
友
禅
作
家
を
兼
ね
て
制
作
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。二

紀
会
に
は
技
師
時
代
の
四
十
九
年
に
初
出
品
し
、初
入
選
で

褒
賞
受
賞
、シ
ュ
ー
ル
な
世
界
を
囚
わ
れ
人
や
工
場
、白
馬
、

人
形
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
描
い
て
い
ま
す
。そ
の
後
、瑞
鳥
や

牡
丹
、松
な
ど
和
的
要
素
が
加
わ
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、二
紀
展
初
出
品
作
か
ら
最
近
作
ま

で
、二
十
二
点
の
作
品
に
よ
り
、法
邑
の
創
作
の
歩
み
を
ご

覧
い
た
だ
き
ま
す
。理
系
出
身
で
友
禅
作
家
、そ
し
て
画
家

と
い
う
、多
様
な
有
り
様
が
融
合
し
て
生
ま
れ
る
豊
穣
な
世

界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

法邑利博 「空の杜－花神の棲む」 2011年
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石
川
の
工
芸

前
田
家
伝
来
の
名
物
裂

加
藤
東
一
一
門
と
稲
元
実

近
代
工
芸
と
茶
道
具

ス
ポ
ー
ツ
と
美
術

高
山
右
近
と
そ
の
時
代
Ⅰ

高
山
右
近
と
そ
の
時
代
Ⅱ

前
田
家
と
利
休
七
哲

高
山
右
近
と
そ
の
時
代
Ⅲ

銅
像
で
み
る
石
川
の
人
物
史

石
川
の
油
絵
3 

昭
和
〜
平
成

美
術
に
み
る
色
・
緑

水
野
博
と
石
川
県
ゆ
か
り
の
友
禅
作
家
た
ち

名
作
に
学
ぶ
日
本
画
の
構
図

仏
教
の
ひ
ろ
ま
り
と
平
安
彫
刻

西
田　

孝
司

村
上　

尚
子

前
多　

武
志

寺
川　

和
子

北
澤　
　

寛

村
瀬　

博
春

村
瀬　

博
春

高
嶋　

清
栄

村
瀬　

博
春

北
澤　
　

寛

二
木
伸
一
郎

西
田　

孝
司

寺
川　

和
子

前
多　

武
志

谷
口　
　

出

得能節朗 「歌姫｣
1984年展示作品の縮尺レリーフ

　

芸
術
の
秋
も
い
よ
い
よ
本
番
、第
4
展
示
室
は
一
部
、油
彩
画
と
の

合
同
展
で
す
。さ
て
ご
存
じ
の
よ
う
に
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、石

川
県
出
身
者
か
ら
当
県
で
活
躍
し
た
作
家
な
ど
当
県
ゆ
か
り
の
作
家

を
中
心
と
す
る
も
の
で
、特
に
彫
刻
分
野
で
は
そ
の
傾
向
が
強
い
よ
う

で
す
。今
回
の
展
示
は
、多
く
の
彫
刻
作
家
の
代
表
作
を
選
ん
で
展
示

す
る
も
の
で
す
。見
慣
れ
た
作
品
で
あ
っ
て
も
組
み
合
わ
せ
が
異
な
る

と
、新
た
な
魅
力
発
見
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
お
同
時
期
に
第
6
展
示
室
で
開
催
中
の「
ふ
れ
る
美
術
」で
は
、手
で

触
れ
て
材
質
の
違
い
を
体
験
す
る
小
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。石･

ブ

ロ
ン
ズ･
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
様
々
な
彫
刻
素
材
の
違

い
と
特
徴
を
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
月
10

　
日
18

　
月
10

　
日
25

　
月
12

　
日
13

　
月
12

　
日
20

　
月
1

　
日
10

　
月
1

　
日
17

　
月
1

　
日
24

　
月
1

　
日
31

　
月
2

　
日
7

　
月
2

　
日
14

　
月
2

　
日
21

　
日
2

　
日
28

　
日
3

　
日
7

　
日
3

　
日
14

　
月
11

　
日
8

第4展示室

　

平
成
二
十
一
年
一
月「
遠
き
道
展
」と
題
し
た
現
代
日
本
画
の
展
覧
会

が
当
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
展
覧
会
で
は
、現
代
日
本
画
の
潮
流

と
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
平
面
鑑
賞
の
方
法
を
紹
介
し
ま
し
た
。平
成

二
十
四
年
に
当
館
は「
遠
き
道
展
」の
主
催
者
よ
り
、石
川
県
関
係
作
家

の
作
品
と
縮
尺
レ
リ
ー
フ
な
ど
が
付
属
し
て
い
る
作
品
を
あ
わ
せ
て
十

二
点
の
寄
託
を
受
け
ま
し
た
。今
回
の
特
集
で
は
、そ
の
中
か
ら
七
点
の

日
本
画
と
、そ
れ
に
付
属
し
た
触
れ
る
こ
と
の
出
来
る
レ
リ
ー
フ
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。ま
た
彫
刻
分
野
か
ら
も
当
館
所
蔵
品
よ
り
展
示
し
ま

す
。こ
ち
ら
も
直
に
触
れ
て
み
て
質
感
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
な
ど
を
感
じ
取

り
、彫
刻
の
魅
力
を
味
わ
っ
て
頂
き

た
く
思
い
ま
す
。本
特
集
で
展
示
す

る
彫
刻
や
日
本
画
の
レ
リ
ー
フ
は
、

視
覚
障
害
者
の
み
で
な
く
晴
眼
者

も
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

【
土
曜
講
座
に
つ
い
て（
後
半
）】

　

本
年
度
の
後
半（
十
月
以
降
）の
土
曜
講
座
の
予
定
で
す
。

　

共
通
テ
ー
マ
ほ
か
、各
学
芸
員
が
担
当
す
る
ジ
ャ
ン
ル
や
展
示
に
係
る
内
容
の
講

座
。ま
た
自
由
テ
ー
マ
と
し
て
、日
頃
の
調
査
研
究
に
係
る
内
容
の
講
座
等
多
彩
な
内

容
で
す
。

　

申
込
不
要
、聴
講
無
料
で
す
。ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。　　

9月27日(土)～10月26日（日） 会期中無休

近代彫刻優品選
第6展示室

9月27日(土)～10月26日（日） 会期中無休

ふれる美術

十
月
か
ら
の
土
曜
講
座

担
当
学
芸
員

内
容（
予
定
）

月　

日
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「救世主像」 1597年
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水
と
油
が
溶
け
あ
う
と
き

　
日（
日
）

5 ■
講
演
会（
法
邑
利
博
展
関
連
）
午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

聴
講
無
料

最
後
の
藩
主
慶
寧
と
側
室
筆
の
出
会
い

講
師
：
徳
田
寿
秋
氏（
元
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
館
長
）

　
日（
土
）

11 ■
百
万
石
の
文
化
講
座

■
土
曜
講
座

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

夏休み体験講座・鑑賞講座

ミュージアム･レポート

企
画
展 

Ｔ
ｏ
ｐ 

ｉ
ｃ
ｓ

高
山
右
近
と
そ
の
時
代

十
月
の
行
事
予
定午

後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

聴
講
無
料

■
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク

期
間
：
10
月
4
日（
土
）〜
12
日（
日
）

講
師
：
法
邑
利
博
氏（
洋
画
家
）

石
川
の
工
芸

　
日（
土
）

18

西
田
孝
司

前
田
家
伝
来
の
名
物
裂

　
日（
土
）

25

村
上
尚
子

今
年
も
茶
会
、コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
行
事
が
目
白
押
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
。詳
細
は

同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

室
町
時
代
末
期
の
十
六
世
紀
半
ば
に
鉄
砲
と
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
来
し
た
こ
と
は
、戦
国

時
代
か
ら
天
下
統
一
へ
の
歴
史
的
転
換
に
極
め
て
重
要
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。高
山
右

近（
一
五
五
二
年
〜
一
六
一
五
年
）の
生
涯
は
、ま
さ
に
こ
の
激
動
の
時
代
を
象
徴
す
る
も

の
で
し
た
。本
展
は
、来
年
二
月
三
日
が
高
山
右
近
没
後
四
〇
〇
年
の
節
目
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、生
涯
と
人
物
像
を
歴
史
的
視
点
か
ら
再
考
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
、右
近
が

晩
年
の
二
十
六
年
間
を
過
ご
し
た
金
沢
で
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

展
示
内
容
は
、右
近
の
遺
品
や
右
近
に
関
わ
る
歴
史
資
料
、千
利
休
や
当
時
の
有
力
な
茶

人
に
関
わ
る
茶
道
美
術
、西
洋
文
化
の
影
響
を
反
映

し
た
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
の
い
わ
ゆ
る
南
蛮
美

術
、石
川
県
を
は
じ
め
北
陸
地
方
に
伝
来
し
た
キ
リ

シ
タ
ン
遺
物
と
、多
く
の
見
所
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
夏
休
み
も
親
子
で
美
術
館
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
制
作
体

験
三
講
座
と
、夏
休
み
向
け
の
子
ど
も
用
展
示「
ア
ー
ト　

か
る
た
」の

鑑
賞
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

制
作
体
験
の
低
学
年
対
象「
木
の
人
形
を
つ
く
ろ
う
」は
、低
学
年
で

は
学
校
の
図
工
の
授
業
で
も
ま
だ
触
れ
る
機
会
の
な
い
木
の
素
材
の
制

作
で
す
。ボ
ン
ド
で
接
着
す
る
こ
と
で
積
み
木
感
覚
で
い
ろ
い
ろ
試
し

な
が
ら
作
る
こ
と
が
で
き
、表
情
豊
か
で
個
性
的
な
人
形
が
た
く
さ
ん

生
ま
れ
ま
し
た
。高
学
年
対
象「
型
染
め
で
お
し
ゃ
れ
T
シ
ャ
ツ
」で
は
、

花
形
な
ど
を
作
る
時
の
折
り
紙
を
三
角
な
ど
に
折
っ
て
は
さ
み
を
入
れ

る「
切
り
紙
」の
方
法
で
型
紙
を
作
り
ま
す
。そ
の
後
、試
行
錯
誤
し
て

作
っ
た
型
紙
を
使
っ
て
ス
テ
ン
シ
ル
感
覚
で
T
シ
ャ
ツ
へ
の
型
染
め
を

し
ま
し
た
。色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
く
、ま
さ
し
く
お
し
ゃ
れ
T
シ
ャ
ツ

の
力
作
揃
い
の
講
座
と
な
り
ま
し
た
。全
学
年
対
象「
も
み
紙
で
ア
ー

ト
」で
は
、古
く
か
ら
日
本
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
技
法「
も
み
紙
」を
作
る

こ
と
か
ら
体
験
。身
近
な
画
用
紙
が
も
む
こ
と
よ
っ
て
新
し
い
素
材
と

な
る
こ
と
の
驚
き
か
ら
、柔
ら
か
く
変
身
し
た
素
材
の
魅
力
に
引
き
込

ま
れ
、楽
し
い
パ
ペ
ッ
ト
人
形
な
ど
の
制
作
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
ア
ー
ト
de
か
る
た
」の
展
示
室
を
楽
し
む
鑑
賞
講
座
で
は
展
示
室
の
作

品
を
か
る
た
の
絵
札
に
見
立
て
、二
階
展
示
室
で
気
に
入
っ
た
作
品
の
読

み
札
を
作
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
子
ど
も
た
ち
と

ご
家
族
お
揃
い
で
参
加
い
た
だ
い
た
方

も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

「
か
る
た
の
読
み
札
を
作
る
こ
と
で
、い

つ
も
よ
り
じ
っ
く
り
、ま
た
、子
ど
も
と

同
じ
目
線
で
作
品
を
見
ら
れ
た
こ
と
が
、

夏
休
み
の
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
。」と

の
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室次回の展覧会

名物裂と調度

稲元実展 石川の工芸 石川の作家たち石川の作家たち
― いのちの花 ―

石川県の名宝

第6展示室第4展示室第3展示室 第5展示室

会期：10月30日（木）～
　　　　　　　　11月24日（月・休）

10月の休館日
27日（月）～29日（水）

　

肩
か
ら
胴
に
か
け
て
三
段
の
段
が
つ
け
ら
れ

た
斬
新
な
姿
で
、口
造
り
は
輪
口
、釜
肌
は
柚
の

皮
肌
に
似
た
寒
雉
独
特
の
荒
肌
で
、雅
趣
に
富
ん

だ
尾
垂
釜
で
す
。蓋
は
共
蓋
と
、唐
金
の
替
蓋
が

あ
り
、段
の
あ
る
共
蓋
を
使
用
す
る
と
絶
妙
な
バ

ラ
ン
ス
を
み
せ
る
五
段
釜
と
な
り
ま
す
。段
々
釜

の
視
覚
的
効
果
に
、寒
雉
の
創
意
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、替
蓋
は
掬
蓋
で
、摘
み
は
相
輪

の
あ
る
三
重
塔
が
つ
い
て
お
り
、山
頂
に
立
つ
仏

舎
利
塔
を
表
現
す
る
か
の
よ
う
な
荘
厳
な
趣
と

な
り
ま
す
。箱
の
蓋
表
左
下
部
に「
釜
屋
／
寒
雉
」

と
墨
書
が
あ
り
ま
す
。

　

作
者
の
初
代
宮
崎
寒
雉
は
、鳳
至
郡
中
居
村

（
現
在
の
穴
水
町
中
居
）に
生
ま
れ
、名
を
義
一
、

通
称
を
彦
九
郎
、号
は
一
艸
庵
寒
雉
。上
洛
し
て

大
西
浄
清
に
弟
子
入
り
し
て
技
術
を
習
得
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、裏
千
家
四
世

仙
叟
宗
室
と
の
出
会
い
か
ら
、そ
の
指
導
を
得

て
仙
叟
好
み
と
い
わ
れ
る
茶
の
湯
釜
を
制
作
し

ま
し
た
。ま
た
、仙
叟
の
推
挙
に
よ
り
加
賀
藩
前

田
家
の
御
用
釜
師
と
し
て
、侘
び
た
風
情
の
な

か
に
雅
味
の
あ
る
独
創
的
な
茶
の
湯
釜
を
造
り

ま
し
た
。焼
飯
釜
や
葫
蘆
様
釜
、さ
ら
に
は
十
文

字
釜
な
ど
の
作
品
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
後
、宮
崎
家
は
代
々
加
賀
の
茶
の
湯
に

は
欠
か
せ
な
い
釜
師
の
家
と
し
て
、現
在
は
十

四
代
を
数
え
ま
す
。

段々釜 だんだんがま 所蔵品紹介246

しょだい みやざき・かんち

江戸　17～18世紀　口径10.3ｃｍ　胴径23.3ｃｍ　高20.2ｃｍ

初代 宮崎寒雉 寛永8年～正徳2年（1631～1712）

一　般 360円（290円）
大学生 290円（230円）
高校生以下　無料

コレクション展観覧料

午前9：30～午後6：00
今月の開館時間

午前10：00～午後7：00 年中無休
カフェ営業時間

※（　　）内は団体料金

毎月第１月曜日はコレクション展示室
無料の日（10月は6日）

す
く
い


